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和太鼓を用いたリズムづくりの試み

　本研究では、和太鼓を用いてリズム創作を試みた小学校第 4 学年の音楽科授業を、授業の様子と
ワークシート、振り返りシートをもとに検証し、活動における創造的な学びと協働的な学びを考察
した。その結果、和太鼓の演奏経験が児童たちに音色や強弱、奏法などの工夫をもたらし、実感を
伴った生きた形でのリズムづくりがなされ、創造的な学びが深められていた。また活動において協
働的な学びがうまく作用していた。
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１．はじめに
1.1　研究の背景
　平成 29 年告示の幼稚園教育要領、保育所保
育指針等では、領域「環境」の「内容」（6）に「日
常生活の中で、我が国や地域社会における様々
な文化や伝統に親しむ」の項目が新たに加えら
れ、「内容の取扱い」には「我が国の文化や伝
統的な行事」「わらべうたや我が国の伝統的な
遊び」などの文言が並び、日本文化との関わり
に意識が向けられるようになった。また、領域

「言葉」では「内容の取扱い」に（4）「幼児が
生活の中で，言葉の響きやリズム，新しい言葉
や表現などに触れ，これらを使う楽しさを味わ
えるようにすること」という項目が加わり、幼
児期から日本語の音感覚を育むことにも目が向
けられるようになった１）。領域「表現」におい
ては新規に「内容の取扱い」において「風の音
や雨の音…（中略）自然の中にある音に気付く」
という留意事項が含まれることとなった。音楽
表現に関する「内容」は変わらず、（6）「音楽
に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を
使ったりなどする楽しさを味わう」が挙げられ

ているが、改訂前も改訂後も「どんな音楽」か、
「どんな歌」か、「どんなリズム楽器を用いるの
か」などの示唆はされておらず、教師（保育教
諭・保育士）に委ねられている。
　現状の幼児教育・保育を概観すると、「簡単
なリズム楽器」としてはカスタネット、トラ
イアングル、タンブリン、すずなどが一般的
に用いられているが、生涯にわたる音楽的素
地を形成する乳幼児期の子どもにとって、ど
のような「音楽」やどのような「楽器」が最
適であるのかが十分に議論されているといえ
るだろうか。細田（1995）は、タンブリンを
一例として、子どもにふさわしい楽器につい
て「どんなリズムが叩けるか、こういうリズ
ムを覚えるにはどんな練習をしたらよいか」
ということに注意を向けるのではなく、曲に
合わせて踊ったり、動きながら叩いたり、子
どもがその楽器を手にした時に楽しく感じて
表現できるように、楽器遊びについて見直す
べきだと問題提起をしている 2）。このほかにも、
リズム楽器の指導形態のあり方に関する乙部

（2015）の研究 3）や、楽器と関わる 2 歳児の様
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等、素地形成からの活動に連続性を持たせるこ
との重要性を感じている。これらは日本的な音
感を重視した創作活動を生み出す基礎の育成に
も寄与するものである。また、急速に国際化が
進む現在、将来を担う子どもたちが自国の文化
に親しむことによるアイデンティティの構築に
も繋がることが期待できる。
　これまでの共同研究において、筆者らは日本
の子どもの音楽的素地を育成するためには、日
本語、かけ声、オノマトペ、和楽器などを用い
た系統性のある音楽活動プログラムが必要であ
ることを見出し、具体的な指導案を考案して幼
稚園・子ども園と小学校での実践を繰り返して
検討を重ねてきた 12）。　
　本研究と関連する実践については、小島ら

（2014）があり、日本民謡やわらべうたに基礎
を置く音楽づくりの実践が記されている 13）。
これらを踏まえつつ、本稿では昨年度に小学校
第３学年に和太鼓を用いて試みた音楽づくりの
授業に続き、第 4 学年に進級した同じ児童を対
象として「和太鼓を用いたリズムづくり」を行っ
た授業を分析し、筆者らの目的とする創造性と
協働性（協同性）がどのように育まれているか
を検討し、考察する。

２．教科書にみられる和楽器を用いた教材
　ここでは、教育芸術社の小学校教科書にみら
れる、和楽器の教材について取り上げる。和楽
器が初めて出現するのは第 2 学年の音楽づくり
である。和太鼓のイラストとともに、「おまつ
りの音楽」として、ドンドコ、ドンドン、ドン

（ウン）、ドコドン、（ス）コドン、ドコドコと
いった 2 拍分のリズムカードを選び、音楽の仕
組みとしては繰り返しを用いたリズムづくりの
教材が掲載されている 14）。第 1 学年では歌に
合わせて手拍子やカスタネットでリズムを打つ
教材で、「たんたん｜たんうん」のような言葉
が多用されいるが 15）、第 2 学年では口唱歌（教
科書では唱歌と記載されているが本稿では口唱
歌で統一する）を用いることにより、和太鼓な
らではの重量感や音色を感じとってリズムをつ
くることができるだろう。

子を捉えた石川・村上（2017）らの研究 4）、リ
ズム楽器を活用した入江（2020） 5）や望月・山
本（2021）らの研究 6）がみられるが、子ども
の音楽的素地形成にふさわしい楽器に関した言
及はなされていない。
　一方、平成 29 年告示の『小学校学習指導要
領解説 音楽編』には改訂の基本的な考え方と
して「生活や社会の中の音や音楽の働きについ
て意識を深める学習の充実を図る」「和楽器を
含む我が国や郷土の音楽の学習を図る」などが
明示された。これらの考え方に沿った具体的な
学習内容の改善点の 1 つとして、これまで第５
学年及び第６学年において取り上げられてきた
和楽器が、第３学年及び第４学年に引き下げら
れたことが挙げられる 7）。
　筆者らは「幼少期から自国の音・音楽を感得
する」「日本語に基づく表現を体得する」とい
う考え方と方法論を基盤として、和楽器を用い
た幼小連携の視点からの研究を進めている 8）。
本研究では和太鼓を用いてリズム創作を試みた
小学校第４学年の音楽科授業について検証す
る。

1.2　研究の経緯
　本研究に先立ち、本稿に至るまでの我々の研
究、および関連する研究について触れておく。
　筆者らは、幼稚園や子ども園の保育者および
小学校教諭の協力のもと、これまで 10 年以上
にわたり継続して創造性と協同性を培うことが
できる様々な表現遊びと音楽科授業のプログラ
ムを開発してきた。岡林の「幼小の接続と協同
性をテーマとした研究」9）と佐野の「表現遊び
から音楽づくりへつながる創造性を重視した研
究」10）を複合的に実現するべく、実践を繰り
返しては修正を加え、体系化したプログラムを
構築しようとしてきた。坂井は、子どもの音声
についての音響的分析をおこなうなどにより、
岡林・佐野による研究を根拠のあるものとする
ために基礎研究を積み重ねてきた 11）。
　筆者らは、幼児期からのわらべうたや地域の
祭り囃子に用いられる和楽器に親しむ体験を、
小学校音楽科でのお囃子づくりに発展させる



発 達 教 育 学 部 紀 要

― 201 ―

伝統音楽を学習し、そこから世界の国々の音楽
の鑑賞へと広がっていく 20）。
　以上のように、教育芸術社の小学校の教科書
に掲載された教材からは、演奏する楽器として
和太鼓と箏が用いられていること、また鑑賞と
演奏、そして音楽づくりという伝統音楽を理解
し、それを創造的な活動へとつなげる一連の活
動が見られることが分る。

３．研究の目的・方法と実践の計画
3.1　研究目的
　本実践では、和太鼓を用いて試みるリズムづ
くりを通して、小学校第 4 学年の児童たちに創
造性と協働性がどのように育まれているかを、
実践の様子から考察することを目的とする。

3.2　研究方法
　第 4 学年の授業を全２時間で行う。
＜研究対象＞ A 小学校第 4 学年２クラス 81 名
＜実践日＞�第１時は 2022 年３月 7 日、第２時

は３月 9 日
＜手続き＞
　全２時間で構成された授業の様子をビデオカ
メラ３台で、３方向から動画で撮影するととも
に、写真と筆記による記録も加えた。これらの
録画資料、写真、授業で配布するワークシート
と振り返りシートに記入された内容をもとに分
析・考察を進める。
＜分析・考察の視点＞
　授業での児童たちの様子と、動画データ、ワー
クシートと振り返りシートに記入されたリズム
フレーズや感想をもとに、創造性と協働性がど
のように育まれたかを検討する。また、同様の
データをもとに、和太鼓を用いた音楽づくりに
おいて、児童たちがどのような気づきを得たの
か、どのような思いで音楽を作ろうとしたり、
音を奏でようとしていたのかという視点から分
析・考察する。

3.3　授業の準備：教材について
　児童たちが口唱歌を唱えて和太鼓の音色の違
いやリズムのまとまりを感じ取って演奏するた

　この「おまつりの音楽」の音楽づくりが展開
されるのが第 3 学年である。第 3 学年では「ち
いきにつたわる音楽でつながろう」の鑑賞教材
として、祇園囃子、ねぶた囃子、神田囃子等が
取り上げられ、たいこ、ふえ、かねが紹介され
る。神田囃子では「投げ合い」の口唱歌（締太
鼓の楽譜）が掲載され、リズムを口唱歌で歌っ
たり打ったりする。その後、打ち方とともに締
太鼓では「テンテンテン（ウン）｜テンテケテ
ン（ウン）」、長胴太鼓では「ドンドンドン（ウ
ン）｜ドンドコドン（ウン）」のような口唱歌
が掲載されて太鼓を演奏する教材、さらにラド
レの三つの音でお囃子の旋律作りの教材へと発
展させる。このように「地域の音楽」に目を向
ける題材が、鑑賞教材から口唱歌、楽器の演奏、
さらにリコーダーを用いたお囃子の旋律づくり
へとつながっていき、伝統から創造へと発展し
ていることが分る 16）。
　郷土の音楽を取り上げる教材は第 4 学年でも
見られ、《こきりこ》のような民謡の鑑賞と歌
唱から、地域に伝わる音楽の調べ学習へと進み、
日本の民謡や郷土芸能が紹介される。ここでは
伝統を継承する次世代の担い手の育成までを視
野に入れている 17）。その一方で、箏の曲であ
る藤井凡大《箏独奏による主題と 6 つの変奏「さ
くら」》や三味線《津軽じょんがら節》、三線《てぃ
んさぐぬ花》の鑑賞の後、箏で《さくらさくら》
を弾く教材が掲載されている。箏の活動はさら
にミソラド

—
レ
—

の 5 つの音によるリコーダーを用
いた旋律づくりへとつながっている 18）。
　この傾向は第 5 学年でも見られ、箏と尺八の
音色や旋律の美しさを感じ取る《春の海》の鑑
賞、《子もり歌》の歌唱と《ソーラン節》《かり
ぼし切り歌》の鑑賞から日本の音楽の特徴を感
じ取る活動、さらにミファラシド

—
ミ
—

の 5 音音階
による旋律づくりへと発展させる 19）。この活
動ではキーボードやリコーダー、箏を使い、各
自でつくった旋律をつなげ、最後に核音を用い
た繰り返しの旋律をつくって、重ねたりという
ような音楽の仕組みや構成へ意識を向けること
が目されている。第 6 学年では歌唱教材《越天
楽今様》から雅楽《越天楽》の鑑賞へと日本の
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と、児童が授業からどのようなことを感じたの
か、太鼓を打つにあたりどのような工夫を試み
たのかを知るために、振り返りのシートを作成
した（図３参照）。《ドンドン打ってけ！》は口
唱歌が覚えやすく、かけ声や動きを伴った楽し
い曲である。

めには、どのような教材をつくるのが良いかと
岡林、佐野、坂井、山崎の 4 名で話し合った結果、
岡林が和太鼓教室で指導を受けた《ドンドン
打ってけ！》（小笠原めぐみ・佐藤秀嗣：作曲
/ 中条きのこ編曲）から一部を抜粋して繋げた
ものを和太鼓の教材とした（図１参照）。また、
リズム創作のためのワークシート（図２参照）

図１　教材とした《ドンドン打ってけ！》の楽譜

図２　リズムづくりのワークシート

図３　振り返りシート
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表１　第 1 時の授業計画
題材名 和太鼓の口唱歌に触れ、合奏の楽しさを

味わおう
題材の
目標

・�3 年生に続いて、和太鼓の口唱歌に触
れる

・�和太鼓の音を友だちと合わせて、演奏
を楽しむ

第 1 時
の計画
内容

・�授業の 1 週間前から《どんどん打って
け！》の口唱歌を覚える。

①�教師と大学生の《どんどん打ってけ！》
の範奏を聴き、和太鼓の音の響きを感じ
る。

②�左右の手の使い方や打ち方を知る。
③�全員で口唱歌を唱える。
④�両手に撥を持ち、口唱歌を唱えながら

素振りをする。
⑤�グループごとに交代で《どんどん打っ

てけ！》の口唱歌とともに和太鼓を打
つ。

⑥�宿題として、ワークシートにオリジナ
ルのリズムフレーズを作ってくる。

表２　第 2 時の授業計画

題材名 自分だけのリズムフレーズを作り、グ
ループの仲間と協働して演奏を楽しもう

題材の
目標

・�リズムを組み合わせてフレーズを作る
・�拍の流れにのって友だちと演奏を楽し

む
・�かけ声、動き、強弱、反復などの音楽

的要素に気づき、演奏に取り入れる
第 2 時
の計画
内容

①�グループに分かれ、メンバーのそれぞ
れが作ってきたリズムフレーズをグ
ループ内で発表し、つなげる順番を決
める。

②�フレーズのつなぎとして《どんどん
打ってけ》の第 1 フレーズを入れ、そ
れぞれが作ったフレーズをつなげて口
唱歌と動きで練習する。

③�できたグループから和太鼓で練習す
る。 

④�グループごとに発表する。

４．授業の様子
4.1　第１時の様子　　
　第 1 時では、導入として学生たちが《ドンド
ン打ってけ！》の範奏を行った。5 台の長胴太
鼓が並べられ、山崎の打つ締め太鼓の地打ちの
リズム　（♩ ♫ ）を支えにして演奏が始まる
と、子どもたちは真剣な表情で学生が太鼓を打
つ動きに見入っていた（図４参照）。

3.4　授業計画について
3.4.1　対象児童について
　今回の実践対象である第 4 学年の約半数が内
部進学であり、幼稚園在園時には筆者らと和楽
器の音を聴く経験をしている。また、第１学年、
第２学年時には筆者らとともに祇園囃子を題材
とした授業で和楽器に触れた経験がある。さら
に第 3 学年時には、「和太鼓の打ち方を知り、
音を出して楽しむ」ことをねらいとして、8 拍
で 4 種類のリズムパターンから 2 つを選んで繋
げるという課題に取り組み、和太鼓の演奏を体
験している。
3.4.2　授業計画にあたっての工夫点
　全 2 時間の授業内容と進行については、
岡林と佐野が中心となって計画を練り、授
業実践者の山崎と綿密に打ち合わせた。そ
の内容を以下の表 1 と表 2 にまとめた。ま
た、授業を進める上で試みた工夫は、次の 4
点である。

１）�モデル演奏について、昨年度は山崎と岡林・
佐野の 3 名で行ったが、今回は岡林ゼミの
5 名の学生が《ドンドン打ってけ！》のモ
デル演奏を行った。

２）�初回の授業を行う前に、5 名の学生および
山崎・佐野・岡林は大学の校舎で太鼓の講
師より 2 時間にわたる和太鼓の出張レッス
ンを受け、太鼓の打ち方や強弱の付け方な
どを学んだ。

３）�口唱歌に慣れるために、子どもたちは和太
鼓の授業を行う 3 週間前から、《ドンドン
打ってけ！》の口唱歌を覚え始めた。

４）�第 2 時のグループ発表時の隊形をきめ細
かく計画した。教室の前方に発表者 6 ～
7 名が並び、向き合う後方の位置に別グ
ループから 2 名が出て、つなぎの部分

（《ドンドン打ってけ！》の第 1 フレーズ）
を打つ。また、発表者以外の児童はつな
ぎの部分の口唱歌を声を合わせて唱え合
い、クラス全体でリズムを共有できるよ
うにした。
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を作り、宿題に出されていたリズムフレーズを
グループでつなげて、一つの曲としてまとめる
ことにした。子どもたちはグループ演奏のルー
ルをすぐに理解し、順調に話し合いを進め、練
習に取り組んでいた（図６参照）。発表では、
曲の始まりと、一人ひとりのリズムの間に、必
ず《ドンドン打ってけ！》の第一フレーズをつ
なぎとして入れることにして、2 名の児童が発
表者の後方で打つようにした。多くの児童がこ
の役を希望していた。どの児童もグループの発
表の様子をくみ取って、リズムを合わせたり、
ときにはリードをして、クラス全体でリズムを
共有して楽しむ様子がみられた（図７，８参照）。

図６　グループで話し合う

図７　創作したリズムをつないで発表する

図 8　発表グループのリズムを全員で共有する

4.3　授業実践者の感想
　授業実践者である山崎は、授業の感想を表４
のようにまとめている。第 1 時では、大学生の

図４　学生による模範演奏

　3 週間前から口唱歌と手の動きを練習してき
た子どもたちは、曲のリズムと動きをしっかり
習得しており、学生の 2 回目の範奏では口唱歌
を唱え、動きを合わせて素振りをしていた。次
に、5 ～ 6 人ずつ実際に太鼓を打ち始めるが、
初めは不安そうな表情で腕の動きも小さく、音
も響かない状況であった。しかし、学生にアド
ヴァイスを受けながら、何度もローテーション
して練習を重ねていくと、力を抜いた動きで太
鼓の音も響き始めた。子どもたちはリラックス
した表情になり、かけ声をかけたり、大きく素
振りをしながら順番を待つ姿も見られ、全員が
太鼓のリズムを共有していた（図５参照）。

図５　学生のアドヴァイスを受ける児童
　太鼓演奏が一段落したところで、次回の課題
であるリズムづくりのワークシートが配られ、
オリジナルのリズムフレーズを作ってくること
と、枠うちの口唱歌「カッ」「カカ」という打
法がが説明された。

4.2　第２時の様子
　第２時では、６～７人ずつで６つのグループ
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表４　授業実践者の感想

■第 1 時
①�大学生による演奏が、子どもたちにとって印

象的なものとなった。
②�傍で大学生のサポートがあったので、子ども

たちは心強かったようだった。
③�事前に口唱歌を練習していたので、すぐに和

太鼓演奏に入ることができた。不安げな様子
も見られたが、繰り返し友達の演奏を聴き、
練習回数が増えると技術の向上がみられた。

④�かけ声をリードしてくれる児童がいたので、
だんだんかけ声を発する児童が増えて、仕上
がりがよいものにった。

⑤�和太鼓を実際に叩き、力強い音を聴いたり、
床からの振動を感じたりすることができ、よ
い体験になった。

⑥�和太鼓を大いに楽しむことはできたが、バチ
の持ち方や腕を上まであげるなどの奏法につ
いての指導が十分にできなかった。

■第 2 時
⑦�リズム創作の課題に熱心に取り組んでいた
⑧�グループ演奏の仕組みをすぐに理解し、順調

に練習に取り組むことができた。
⑨�一台の太鼓を 6 人で演奏させたが、拍にのっ

てうまく練習できていた。
⑩�どのグループも次へのつなぎがスムーズで、

かけ声やポーズにも工夫があった。
⑪�教室の後方に 2 台和太鼓を置くと、つなぎ部

分を打つ役の希望者が多くおり、グループの
発表の様子をくみ取って、リズムを合わせた
り、ときにはリードすることができていた。

⑫�グループ内の演奏の順番を名簿順やジャンケ
ンで決めており、リズムに踏み込んで音楽的
に考えることができたグループは少なかっ
た。

　その一方で、「カッ」「カカ」のリズムは《ど
んどん打ってけ！》には用いられていなかった
が、「カッカカ」「ドンカッ」「カカカカ」「ドン
カカ」「ドンカッ」のように子どもたちの作品
には散見される（巻末資料 A）。枠打ちをする
という教諭の言葉から、子どもたちはたたく場
所と音色の関係について興味を持つようになっ
た。「たいこのふちをたたくと、カッカッと音
がして、その音をリズムに入れて楽しかったで
す」という子どもの言葉からもそれは窺える。
　また「ドコドコ」「トコトコ」「スットコ」な

模範演奏や打ち方のサポートが効果的に作用し
ていたことや（表４- ①②）、前もって口唱歌
を覚えるようにしたことが、スムーズな進行に
つながったようである（③）。子どもたちが和
太鼓特有の力強い音や振動を感じ取っていたこ
とや、リズムにのってかけ声やポーズをうまく
表現していたことへの評価も認められる（④⑤
⑩）。また、発表者と向かい合う 2 名の児童が、
発表するグループ毎のリズムフレーズをスムー
ズにつなぐために、つなぎの部分でリズムを合
わせたり，リードすることができていたことも
評価されている（⑪）。
　一方、バチの持ち方や奏法についての指導の
不十分さや、音楽的なつながりを考えて順番を
決めるまでには至らなかったことについて，実
践者に課題意識が生まれている（⑥⑫）。全体
的にみると、今回の活動は肯定的に受け止めら
れたことが窺える。

５．結果と考察
　子どもたちのリズムづくりの作品について、
まとめてみたい。宿題として出されたワーク
シートの音符や休符を組み合わせたリズムカー
ドには、第 1 時に演奏した《どんどん打って
け！》を構成しているリズムが多く含まれてい
た。他方、《どんどん打ってけ！》に入ってい
なかった「カッ」「カカ」には、どちらも（枠
打ち）と記され（p. 126 図２参照）、教諭（山崎）
が子どもたちに口唱歌とともに枠を打つことを
説明し、子どもたちは興味深く聞いていた。ま
た、「ドコ」（強い）、「トコ」（弱い）のように
同じリズムでも、強弱の違いにより、口唱歌が
異なることも示されている。
　子どもたちの作品を見ると、「ドンドン」「ド
コンコ」「スットコ」など、《どんどん打ってけ！》
に用いられていたリズムが多い。おそらく、こ
の曲を子どもたちが楽しんで演奏したことによ
り、子どもたちはこれらのリズムを体感し、口
唱歌を通して記憶しており、それがリズムづく
りで出現したことと思われる。
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おいて、児童がどのような気づきを得たのか、
さらに、どのような思いでリズムパターンをつ
なげて音楽を作ろうしたのかを考察した。
　筆者らは対象児たちと幼稚園年長時から関わ
りをもち、5 年が過ぎた。児童たちは初めのう
ちは 1 年ぶりに和太鼓を打つことを不安そうに
していたが、次第に和楽器を前にして主体的か
つ意欲的に表現活動に取り組んでいった。この
度の実践が、我々が目指している乳幼児期から
の音楽的素地づくりとして、対象児童に根づい
てほしいと願い、今後も地道に研究を継続して
いきたい。
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